
  
「学校を地域にひらく３（「させる生徒指導」から「支える生徒指導」へ）」 

 

皆様は「生徒指導」というと、どのような印象をお持

ちでしょうか。生徒が非行的にならないように監視す

るというイメージでしょうか。ブラック校則に象徴され

るように強制するというイメージでしょうか。これら

は、数十年前に校内暴力等で学校が荒れた際の生徒指

導の印象だと思います。 

これまで、学習指導要領の改訂にともなって学校は変化が求められていること

をお伝えしてきました。そんな中、文部科学省が昨年末に「生徒指導提要」を、12

年ぶりに改訂しました。この「生徒指導提要」は、生徒指導の理論や実際の指導方

法等について、時代の変化に即し、生徒指導を実践する際に、共通理解を図り組織

的な取組を進められるよう、教員向けの基本書として作成されたものです。 

今回の改訂で、「生徒指導は社会の中で自分らしく生きることができる存在へと

児童生徒が、自発的・主体的に成長や発達する過程を支える意図でなされる教職

員の働きかけ」と定義が示されました。「支える」という表現のとおり、生徒指導は

「支援」として行われるべきと変更されました。つまり、学校の役割も、子どもたち

を成長「させる」のではなく、子どもたちが自ら成長していこうとする存在であるこ

とを信頼し、その成長の道筋を「支える」役割になることが求められています。 

このような動きにともない、本校でも生徒指導の見直しを徐々に進めていきた

いと考えています。具体的には、「校則」について検討したいと思っています。本校

の校則も、「させる」という考えで作られたものなので、「支える」という発想で見直

していきたいと考えています。 

先日行った生徒の学校評価アンケートにおいて、「登下校時の服装」や「自分たち

の生活」などの校則について多くの記述意見が出ていました。そこで、生徒会役員

の生徒と職員が対話する機会を設けたところ、意外なことにそれらの意見を否定

する意見が出ていました。安心すると同時に「あれ」と

思いました。校則は絶対と思っている生徒もいるよう

に感じたからです。「なぜこの校則があるのか」「本当

に必要なきまりは何か」と考える力が不足しているの

かもしれないと推測しました。だからこそ、「校則」など

を生徒とともに見直すことを通して、生徒が主体とな

って自律的に成長していける学校にしていきたいと考

えています。 

さらに、これからの予測困難な社会においても、生徒一人一人が、社会の変化に

対して主体的に関わり、自らの可能性を発揮し、多様な他者と協働しながら、より

よい社会と幸福な人生を切り拓いていくのに必要な力を、学校だけでなく、保護

者や地域の皆様とともに育んでいきたいと考えています。 
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３年生の「進路決定」というと、思春期の生徒たちが思うよ

うに力を発揮できなかったり、過ぎていく時間に焦りを感じた

り、ストレスと戦い続けるイメージがあるかもしれません。しか

し、それは今後生きていく上で、学ぶべきものを必死に学び取

ろうとする姿でもあります。 

ところが、そんなイメージに反し、進路決定に向けての活動

が進んでいくにつれ、３年生の表情は、とても明るく、むしろ周

囲の人に対する気配りが増えていました。 

自分について真剣に考え、他人もそうであることを知ってい

るからこそ見られる生徒の笑顔。まるで、「一緒に乗り切ってい

こう！」と互いを励ましている笑顔のように目に映ります。進路

決定後に「お疲れさま」「やったね」「楽しみだね」と色々な方

から声をかけられる場面は多くなると思いますが、是非、進路

決定前の一番輝いている姿や、複雑で多くの感情を秘めてな

お、温かい表情で 

生活を送っている 

今頑張っている姿 

を、地域の皆様に 

も応援していただ 

きたいと思ってい 

ます。 

頑張れ３年生！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月８日（水）「学びづくり校内研」で英語の授業研究を実

施しました。「知識構成型ジグソー法」という手法を用いて、１

人では解決出来ない課題に、３人組で協働して、知識を増やし

ながら、課題を解決する学習に取組んでいました。 

「フィンランドの人は、どういう生活をしているのか」というテ

ーマで、フィンランドの特徴についてそれぞれの班で調べてま

とめました。どの班も３人の知識とｉＰａｄを活用しながら、フィン

ランドの気候や文化、行事につ 

いて調べ、英文にしていました。 

難しい英文を、自分たちの言葉 

で分かりやすくまとめている班 

もありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月２０日（月）、ＰＴＡ本部役員と各委員会の保護者の

皆さまにお集まりいただき、ＰＴＡ運営委員会を行いまし

た。今回が最終回で、１年の反省と来年度の計画について

検討しました。「例年のとおりに」ではなく、無理なくＰＴ

Ａ活動が行えるようにという視点で、一つ一つの活動につ

いて見直しました。 

今回出された意見を、来年度の新役員の方にしっかりと

引継ぎ、保護者と生徒と学校とを潤滑につなぐＰＴＡの活

動を、多くの人に支えてい 

ただきながら運営ができる 

ようにしていきたいと考え 

ています。 

お忙しい中、熱心にお話 

し合いいただきありがとう 

ございました。 

 

 

今回の実力試験では、自分の実力 

がどのくらい身についているのかを確 

認し、今後の自分自身の学習に活か 

し、学力向上につなげることと、高校入 

試を見据え、一日５教科の試験を受け 

ることに慣れることの２つをねらいに 

実施しました。 

生徒は、朝の自習の時間にも緊張 

した表情で準備をし、集中して実力試 

験に望んでいました。 
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１年間を振り返って 

コロナ生活も３年目を迎え、「ｗｉｔｈコロナ」の生活様式も

定着してきましたが、生徒はコロナ禍であっても毎日充実し

た表情で生活していました。学校は感染症対策を行いなが

ら実施方法や時間などを工夫し、教育活動を進めてきまし

た。また、同時に「何のために行っているか」など「目的」か

ら考え直すよい機会になったと考えています。 

今年度を振り返ると、生徒の「学習評価」について新た

な試みを始めましたが、それが思わぬ方向に波及して、新

たな発見に繋がった１年だったと感じています。具体的に

は、生徒やPTA、学校運営協議会の方との対話集会を行っ

たことです。学校がよいと思っていることでも、生徒や保護

者の立場で見ると違った見方になっていました。特に「学習

評価」と「高校入試」は切実な問題で、お互いにその思いを

理解し合って、合意していくことが大切だと実感しました。対

話集会で有意義な意見をたくさん伺い、次年度の計画を作

成する際に大いに役に立ちました。 

その他では、感染状況が好転し 

たことにより、コミュニティスクール 

の活動で学校に地域の方に来てい 

ただく機会を作れたことが挙げら 

れます。「村の歴史講話」「校内へ

の造花の展示」「小学校・幼稚園生との交流」など、コロナ

禍で控えていた活動を復活できたことが大きな成果でし

た。 

あとは、｢生徒の成長｣です。 

桜が咲いていた頃の生徒のあ 

どけない表情が、１年経った今 

では、どの生徒もとても充実し、 

自信に満ち溢れた表情へと変 

化していることです。 

１年間ありがとうございました。 

 

２／２２（水）１・２年生 実力試験を実施しました 


